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限りなく 

3 
フェア（公平）に 
コーポレートガバナンスとコン
プライアンスを経営の最重
要課題とする「公平・公正」
な銀行として、お客さまに安心・
安全な取引を提供します。 

2 
サウンド（健全）に 
地域経済の活性化と事業
再生に取り組み、収益力の
向上を図ることにより、お客
さまと私たち双方の「健全
性」の向上を図ります。 

１ 
クリア（透明）に 
地域のお客さまの利便性
向上と信任を確保するため、
お客さまに分かりやすく「透
明」な情報開示を行います。 

当行の概要
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資 本 金 ８０億円

本 店 富山市総曲輪二丁目２番８号

店 舗 数 ６７店

従業員数 ７６７名
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ごあいさつ

皆さまには、ますますご清栄のこととお慶び申しあげます。
ここに当行第９７期上半期の営業の概況と決算の状況につきまし
てご報告申しあげます。
平成１９年上半期の日本経済は、１～３月期の法人企業統計で全
産業の設備投資が前年同期比１３．６％増の流れを受けて、平成１９年
度の設備投資計画も４年連続の二桁増を見込むなど好調な企業業
績や、もうひとつの景気のけん引役である外需も新興・資源国の
旺盛な需要で底堅く推移していること等を反映して引き続き緩や
かな景気拡大が続いています。
しかし、企業から家計への景気回復の効果波及が遅れているこ
となどから、消費者物価指数は８月まで７か月連続でマイナスと
なっており、政府はデフレを脱却し切れていないと判断していま
す。加えて、サブプライムローン問題に端を発した金融市場への
影響が計りがたく、実体経済への影響が懸念されるなど、先行き
の見通しが不透明さを増してきております。
また、当行グループの営業基盤である北陸地区経済は、電気機
械、化学などが生産面で高水準を維持していますが、原油高や素
材・原材料価格の高騰による企業収益の圧迫も懸念されており、
今後の景気動向を一段と見通し難くしています。
このような金融経済環境のなかで、当行は適切な対応と経営全
般にわたる効率化により経営体力の強化を図り、健全経営の維持
向上に努めてまいりました。
また、お客さまの多様化・高度化するニーズへの対応や、利便
性向上に向けた体制の整備に努め、これまで「資産運用プラザ」
の開設や北國、福井両行との業務提携による「ビジネス商談会」
の共同開催、ATMの相互無料開放等を行ってまいりました。こ
れからも、多様で良質な金融商品・サービスの提供に努め、地域
経済の活性化、地域社会の発展に寄与してまいる所存でございま
す。
今後とも何卒一層のご支援を賜りますよう心からお願い申しあ
げます。

平成１９年１２月

取締役頭取
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当行グループは、当行、子会社及び子法人等５社で構成され、銀行

業務を中心にリース業務等の金融サービスに係る事業を行っています。

〔銀行業〕

当行の本店ほか支店・出張所６６店において、預金業務、貸出業務、

為替業務、商品有価証券売買業務等を行い、グループの中心と位置づ

けております。

また、富山ファースト・ビジネス�において、銀行事務代行業務等
を行っています。

〔リース業〕

富山ファースト・リース�及び富山ファースト機販�において、各
種のリース業務を行っています。

〔その他業務〕

富山ファースト・ディーシー�において、クレジットカード業務を
行っております。また、�富山ファイナンスにおいて、信用保証業務
を行っています。

譲渡性預金を含めた預金等につきましては、お客さまへのサービス

向上を旨として営業基盤の拡充に努めました結果、半期中に１０７億円

増加し中間期末残高は８，９６８億円となりました。

貸出金につきましては、個人向け住宅資金、地方公共団体ならびに

地元中堅・中小企業を中心とした資金需要に積極的にお応えしてまい

りました結果、半期中に１３４億円増加し中間期末残高は６，７４２億円とな

りました。

有価証券につきましては、資金の効率運用のため国債や地方債等の

引受や購入に努めましたが、債券の償還等があり半期中に１９３億円減

少し中間期末残高は２，７８０億円となりました。

外国為替業務につきましては、当中間期の取扱高は前年同期に比べ

３０百万ドル増加し５億１２百万ドルとなりました。

損益状況につきましては、経常収益は、貸出金利息や有価証券利息

配当金等が増加したことにより資金収益が増加したことや、株式等売

却益の増加等により、前年同期比１３億４６百万円増加し１４６億７５百万円

となりました。一方、経常費用は、預金金利の引上げ等による資金調

達費用が増加したことから、前年同期比６億４７百万円増加し１１２億６９

百万円となりました。この結果、経常利益は前年同期比６億９９百万円

増加し３４億６百万円、中間純利益は前年同期比３億７７百万円増加し１５

億４９百万円となりました。

金融界におきましては、各種取り扱い金融商品の拡大や郵政民営化

など各種規制緩和がますます進んでまいりましたが、金融商品取引法

の施行に伴いお客さまへの説明責任態勢の一層の整備強化が重要な課

題となっております。

また、バーゼル�に対応しての、リスク管理態勢の一層の高度化に
向け、積極的に取り組んでまいります。

さらに、平成１８年度が重点強化最終年度でありました地域密着型金

融の機能強化につきましても、当行は引き続き事業再生・中小企業金

融の円滑化、経営力の強化、地域のお客さまの利便性向上への取り組

みを一層強化し推進してまいります。

「コンプライアンス態勢の充実と強化」につきましては、コンプラ

イアンスプログラムを策定し、それに基づき当行グループ挙げて実施

するなど、当行の最重要課題としてコンプライアンス重視の行動を全

役職員に定着させて参りました。今後も更なる定着に向けた取組みを

強化してまいります。なかでも、個人情報保護がコンプライアンスに

おける主要課題のひとつであるとの認識の下、一層の管理態勢強化を

図ってまいります。

地域の皆さまに対しましては、これらの取組状況をディスクロージ

ャー誌、マスコミ、ホームページ等を活用して適時適切に開示してま

いります。

当行では、平成２０年度から向こう３年間を展望した第１１次長期経営

計画の策定に取り組んでおりますが、これらの諸課題を織り込むと供

に、その着実な実行に向けて役職員一丸となって取り組んでまいりま

す。

企業集団の主要な事業内容

企業集団の事業の経過及び成果

対処すべき課題

事業の概況（企業集団）
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預金残高について
預金につきましては、地域に密着した営業活動を展
開し、お客さまへのサービス向上を旨として営業基盤
の拡充に努めました結果、平成１９年９月末残高は上半
期中に２８９億円増加し８，９０５億円となりました。
同様に個人預金は上半期中に２６億円増加し６，４９４億
円となりました。

有価証券残高について
有価証券につきましては、資金の効率運用のため国
債や地方債等の引受や購入に務めましたが、債券の償
還等があり、平成１９年９月末残高は上半期中に１９２億
円減少し２，６８９億円となりました。

貸出金残高について
貸出金につきましては、個人向け住宅資金、地方公
共団体ならびに地元中堅・中小企業を中心とした資金
需要に積極的にお応えしてまいりました結果、平成１９
年９月末残高は上半期中に１３７億円増加し６，８６９億円と
なりました。
また、個人ローンは住宅資金などの資金需要に積極
的にお応えしました結果、平成１９年９月末残高は上半
期中に１０３億円増加し１，６９６億円となりました。

業績ハイライト（単体）

［預金残高の推移］

［有価証券残高の推移］

［貸出金残高の推移］
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経常利益・中間純利益
貸出金利息や有価証券利息配当金等が増加したこと
による資金収益の増加や、株式等売却益の増加等によ
り、経常収益は前年同期比１１億１６百万円増加し１２０億
３６百万円となりました。一方、預金金利の引上げ等に
よる資金調達費用が増加したことから、経常費用は前
年同期比５億８２百万円増加し９０億２２百万円となりまし
た。この結果、経常利益は前年同期比５億３４百万円増
加し３０億１４百万円、中間純利益は前年同期比３億７２百
万円増加し１５億３０百万円となりました。

格付け機関より高い評価を得ています
当行は、株式会社日本格付研究所より、長期優先債
務に対する格付「A（シングルAフラット）」を取得し
ております。これは、１０段階ある日本格付研究所の格
付等級のなかで上から３番目にあたり、「債務履行の
確実性が高い」という評価です。今後もさらに財務体
質の健全性や営業力を強化し、皆さまの信頼にお応え
してまいります。

格付け
企業などが発行する債券（社債等）や銀行預金の元金・利

息支払いの安全度を、第三者の格付け機関が判断し、記号

で示したものです。企業の安全度を客観的に評価したもの

として、重要な指標となっています。

業績ハイライト（単体）

［経常利益・中間純利益の推移］

格付けについて
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自己資本比率は健全基準を大幅にクリアする１３．６９％
新基準による当行の自己資本比率は１３．６９％と国内
基準で求められている４％を大幅に上回っています。
また、基本的項目（本来の自己資本）で算出したTier
Ⅰ比率でも１０．１０％と国内基準の２倍以上の高い水準
で推移しています。さらに子会社５社を含めた連結自
己資本比率は１４．１７％と一層安定した水準を維持して
おります。当行はお客さまからの多様なニーズにお応
えするため、今後も引き続き良質な資産の積み上げに
よる自己資本の充実に努めてまいります。

資産内容の一層の健全化に努めています
当行では、資産の健全性をより促進するために毎期
厳格な自己査定を行い、適切な償却・引当を行うこと
に加え、お取引先に対する経営支援を強化し、債権内
容の良化に努めています。
一定額以上の大口債務者について個社別に経営改善
計画等に基づく今後の業績予想等により、将来のキ
ャッシュフローを見積もり、引当金を計上するキャッ
シュフロー見積法を採用しております。

［自己資本比率の推移（単体）］

平成１８年９月末 平成１９年３月末 平成１９年９月末

破産更生債権及び
これらに準ずる債権 ７，５１４ ６，３７２ ６，４５０ ①

危険債権 ９，５７０ ７，８６９ ８，２１３ ②
要管理債権 ５，４２９ ４，８４３ ５，４６５ ③
小計 （A） ２２，５１４ １９，０８５ ２０，１３０
正常債権 ６５２，３３９ ６６２，７７２ ６８５，６８７ ④
債権額合計 （B） ６７４，８５４ ６８１，８５８ ７０５，８１７ ⑤

小計の債権額に占める割合
（A）／（B） ３．３３％ ２．７９％ ２．８５％

保全額 （C） ２０，２９６ １７，４３３ １８，０３０
貸倒引当金 ７，３９５ ６，５４３ ６，４９３
担保・保証等 １２，９０１ １０，８９０ １１，５３７

保全率 （C）／（A） ９０．１４％ ９１．３４％ ８９．５７％

新基準とは新BIS規制といわれるもので、信用リスクア
セットの把握を精緻化するとともにオペレーショナル
リスク量を加える等の改正がなされたものです。

自己資本比率について

※平成１９年３月に、財務・経営体質の強化を図ることを目的として
１５０億円の劣後ローンの借入を行っております。

金融再生法開示債権
�金融再生法に基づく開示債権 （単位：百万円）

［金融再生法に基づく開示債権（平成１９年９月末）］

（単位：百万円）
（％）は債権額合計に占める比率
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富山県内向け貸出金の推移
当行は、地域経済の発展とともに歩む金融機関を目
指し、地元富山県内における幅広い資金ニーズに積極
的にお応えしております。平成１９年９月末の富山県内
向け貸出金残高は５，９６７億円、当行の貸出金全体に占
める比率は８６．９％となり、残高は着実にアップしてお
ります。
［富山県内向け貸出金の推移］
（グラフ内％は貸出金全体に占める比率）

ビジネスセミナーの開催
当行、北國銀行、福井銀行の３行は、独立行政法人
中小企業基盤整備機構北陸支部のご協力により、「FIT
ネットビジネスセミナー・海外編」を共同開催致しま
した。「注目のアジアビジネスの最前線」をテーマと
したセミナーで、インド編では入門編として、同国の
概要、主な進出企業、進出メリット・デメリット等の
現地最新情報をお届け致しました。
ベトナム編では、実務編として、同国での会社設立
手続きの留意点や貿易取引の留意点につきまして具体
的に解説致しました。
今後とも、お取引先企業の皆さまの海外事業支援の
ために各種の取り組みに努めてまいります。

富山県内中小企業等向け貸出金の推移
平成１９年９月末の中小企業等に対する貸出金のうち、
地元富山県内の中小企業等への貸出金残高は４，５５０億
円、中小企業等貸出金全体に占める比率は８７．２％とな
りました。今後も地域金融機関として地域経済の発展
とともに歩んでまいります。

［富山県内中小企業等向け貸出金の推移］
（グラフ内％は中小企業等向け貸出金全体に占める比率）

FITネット商談会
平成１９年１０月１１日、富山市の富
山産業展示館（テクノホール）、
富山市体育文化センターにおいて、
当行、北國銀行、福井銀行の３行
共同主催の第３回FITネット商談
会を開催致しました。FITネット
商談会は企業と企業、人と人の商
談の場をご提供し、優れた製品・
技術、ビジネスモデル等を有する
企業同士のビジネスマッチングに
よる地域経済の活性化を目的とし
ています。当日は参加企業数６２４
社・団体（１９６ブース）、来場者
４，７４２名、商談数２，３３１件と盛大な
開催となりました。

地域への貢献

FITネット商談会の様子
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財団法人 富山第一銀行奨学財団による支援
�富山第一銀行奨学財団では、学術研究活動支援を
目的として、各教育機関へ助成活動を行っております。
平成１９年度は富山県内の大学３校をはじめ、短大、
高等専門学校等の２７研究機関に総額１３，２２０千円の助成
を決定いたしました。また、昭和３４年の財団設立以来
行っている学生への奨学金の給貸与は、平成１９年度の
２名を加え総数３０９名となりました。

小学生図画コンクールの開催
昭和３８年以来、将来を担うこどもたちの健全な成長
と一枚の図画を通して家族の絆を強めていただくこと
を目的に、毎年「小学生図画コンクール」を開催して
おります。�富山県教育会、�北日本新聞社、北日本
放送�、�富山第一銀行奨学財団の協賛を得て、４５回
を数えました。今年も平成１９年１２月より作品募集を開
始し、平成２０年３月に審査結果発表、表彰式を予定し
ております。

公益信託「富山ファーストバンク社会福祉基金」
の活動
普銀転換１０周年事業として設立された公益信託富山
ファーストバンク社会福祉基金では、平成１２年の設立
以来、住民参加型の社会福祉事業やボランティア活動
等に助成しております。平成１９年度までの助成金額合
計は８８団体、２４，１９０千円となりました。
これからも多数の皆さまのご応募をお待ちしており
ます。

地域の中小企業金融円滑化への取り組み
◎担保・保証に過度に依存しない融資
当行は、地域の中小企業金融円滑化・安定化に寄与
するため、担保・保証に過度に依存しない融資制度を創
設し、地域産業の担い手である中堅・中小企業や自営
業者の皆さまへのご融資に積極的に取組んでおります。
＜融資新商品は次の通りです＞
・ビジネスローン「F１」
・ファーストサポートシリーズ

商工会議所メンバーズ融資
商工会メンバーズ融資
会計参与制度及び会計監査人制度導入支援融資
法人会メンバーズ融資
災害サポート
グリーン・サポート

◎新たな決済手段の提供
地元企業の皆さまの成長支援を目的に、「売掛債権
一括決済システム（一括信託方式）」を取り扱ってお
ります。本システムは、企業の支払手形削減ニーズに
応えるべく、先進的な金融手法を活用することで、新
しい決済手段を提供するものです。

平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度

助成
部門

助成先数 ３４機関 ２５ ２７

助成金額 １２，７２０千円 １５，２２０ １３，２２０
奨学金 ６，４８０千円 ５，９５２ ５，２３８

金額計 １９，２００千円 ２１，１７２ １８，４５８

平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度

助成先数 ７団体 １１ １３
助成金額 ３，５７０千円 ３，４５０ ３，６００

地域への貢献

図画コンクール表彰式
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富山第一銀行奨学財団事務局　〒939-8212 富山市掛尾町626番地 ハガキ、FAX、電話、E-mailで 
お申込ください。 

富山第一銀行奨学財団研究助成セミナー 

日 時 

会 場 

研究成果発表会 
松川松川 

富山富山マンテンテン 
ホテホテル 

至
富
山
駅

至
富
山
駅 

城址公園城址公園 

富山全日空富山全日空 
ホテホテル 

至高岡至高岡 

松川 

富山第一ホテ富山第一ホテル 富山第一ホテル 

富山マンテン 
ホテル 

県民会館 
至
富
山
駅 

城址公園 

富山全日空 
ホテル 

富山第一銀行 
本店 

★ 

至魚津至魚津 至魚津 至高岡 

富山国際会議場 富山国際会議場 

Ａ会場 ２０１号室   

 15:00～15:10 

15:10～15:30 

15:30～15:50 

15:50～16:10 

16:10～16:20 

16:20～16:40  

16:40～17:00  

17:00～17:20 

17:20～17:30 

開会挨拶 

大学の知の開放による子ども公開講座 

立山に惹かれたアーネスト・サトウ 
ー『日本旅行案内』とサトウの『日本旅行日記』からー  

『應響雑記』から読み解く江戸末期の富山の気候  

休　　　　憩 

コンピュータグラフィックスを用いた雪の基礎研究 

植物の染色体分化と種の多様性 

ヨーロッパにおける終末期の意思決定について 

閉会挨拶 

富山大学芸術文化学部　教授 

富山国際大学国際教養学部　教授 

富山大学大学院医学薬学研究部　助教 

 

富山大学芸術文化学部　准教授 
富山大学大学院理工学研究部　准教授 
富山大学大学院医学薬学研究部　教授 

三船　温尚 
高成　玲子 

加藤　輝隆 
 

辻合　秀一 
岩坪　美兼 
盛永　審一郎 

15:00～15:10 

15:10～15:30 

15:30～15:50 

15:50～16:10 

16:10～16:20 

16:20～16:40 

16:40～17:00 

17:00～17:20 

17:20～17:30    

富山大学大学院理工学研究部　教授 

富山県立大学工学部　講師 

富山工業高等専門学校物質工学科　准教授

　 
富山短期大学食物栄養学科　教授 

富山県立大学工学部　准教授 

富山大学大学院理工学研究部　教授 

中村　省吾 
米田　英伸 
峰本　康正 
 

深井　康子 
大谷　亨 
椿　   範立 

開会挨拶 

ムール貝による海洋汚染の新たな調査方法 

微生物酵素を用いた光学活性アミノ酸の合成 

脂質の構造とその酸化安定性 

休　　　　憩 

天然多糖類混合系ゲルの機能性材料としての有用性 

ナノバイオマテリアルの分子デザインとバイオ機能評価  

エネルギーセキュリティーと環境保全の両立を目指す 
バイオマスの高度利用 

閉会挨拶  

Ｂ会場 ２０２号室   

 

申込方法 お申込・お問い合せ 

入場料無料 
 

平成平成19年6月7日（木）午後（木）午後3:00 
富山国際会議場2Ｆ多目的会議室 
 

平成19年6月7日（木）午後3:00 
富山国際会議場2Ｆ多目的会議室 
 

開催にあたり 財団法人 富山第一銀行奨学財団 理事長  金岡 純二 

当財団では昭和34年の財団設立以来行っている学生への奨学

金の給貸与の他に、昭和59年から学術研究活動の支援を目的と

して、各教育機関へ研究助成活動を行っております。 

　この活動は、平成18年度までの23年間で、件数531件、金額2億2千万円を数えるに至っております。 

この度、平成18年度に研究助成を受けられた先生方の「研究成果発表会」を開催することになりました。当発表

会は、研究内容とその成果を一般・企業等の皆様にご紹介する、当財団として初めての企画であります。是非多数の

ご来場を賜りたく、宜しくお願い申し上げます。 

終わりに、この発表会の開催にご協力いただきました大学・学校関係の皆様方に深く感謝申し上げます。　　　 

裏面をご覧ください。 

TEL・FAX  076-422-2829　E-mail：tomiken@micnet.ne.jp

主催／財団法人富山第一銀行奨学財団 共催／富山大学・富山県立大学・富山国際大学・富山短期大学・ 
　　　富山工業高等専門学校 

岩瀬支店リニューアルオープン
平成１９年３月２８日、岩瀬支店が外観をリニューアル
して新たにオープンいたしました。富山市の岩瀬大町、
新川町通り街並み修景事業に伴い、店舗外観の修景工
事を行い、大
正風の外観に
改装いたしま
した。

五福支店の移転新築に伴う地鎮祭
平成１９年８月２３日、五福支店の移転新築に伴う地鎮
祭を行いました。昭和３７年の営業開始以来４５年経過し、
老朽化が進んだこと等によるもので、新築店舗のコン
セプトは次の通りです。
①前面をガラス張りにして、「クリア・サウンド・フ
ェア」という当行の経営理念をイメージ的に表現し
た店舗
②周辺の景観とマッチした自然との一体感のある店舗
③ソーラーパネルを利用して電力負荷の軽減を図り、
環境に配慮した企業イメージのPRできる店舗
④何よりも「行ってみたくなる店舗」

研究成果発表会
平成１９年６月７日、富
山第一銀行奨学財団では、
富山国際会議場において
平成１８年度に研究助成を
受けられた先生方の「研
究成果発表会」を開催い
たしました。
当発表会は先生方の研
究内容や成果を一般・企
業等の皆さまにご紹介す
るために初めて企画した
ものです。

富山まつりへの参加
当行は、地域社会の一員として、地域のイベントへ
積極的に参加しております。
平成１９年８月３日～５日、「第４７回富山まつり」が
開催されました。４日には「越中おわら踊り」街流し
が行われ、当行から１１５名の踊り手が参加しました。
これからも、地域とのつながり、人と人とのふれあ
いを大切にし各地の諸行事に積極的に参加をしてまい
ります。

トピックス

テープカットの様子

完成予想図 そろいの浴衣の踊り手
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FITネットATMご利用手数料について
平成１９年１０月９日よりFITネット３行のキャッシュカードをお持ち
のお客さまは、FITネット３行のATMで「お引出し」「ご入金」「残高
照会」等が相互にご利用いただけ、しかも時間外手数料と提携手数料
（他行手数料）が無料となりました。
（１）対象取引

キャッシュカードによる「お引出し」「ご入金」「残高照会」「カード振込（振込
手数料は必要です）」
※法人カード等の一部カードは対象外となりますので、詳しくは窓口にお問合
わせ下さい。

（２）対象ATM
FITネット３行の全ATM
（FITネット３行の各銀行が幹事でない共同ATMとコンビニATMは対象外です）

本人確認について
麻薬等の不正取引をはじめとする組織的な犯罪から得た資金の洗浄

（「マネー・ローンダリング」といいます。）及びテロ資金供与の防止
を行うことが、国際的に重要な課題となっております。
日本においても「金融機関等による顧客等の本人確認等及び預金口
座等の不正な利用の防止に関する法律」により、お取引の際にはお客
さまの本人確認を行うため、所定の公的証明が必要となりますのでご
了承ください。
◎詳しくは窓口へお問合せください。

「振り込め詐欺」にご注意ください
振り込め詐欺が頻発しています。不審な請求があった場合は、ご家
族や警察に相談して事実関係を確認した上で対処してください。
身に覚えのない返済請求などがあった場合も安易に振込等を行わな
いようご注意ください。不安な方は、最寄りの警察や消費生活センター
などにご相談ください。

ATMご利用に関するお知らせ
当行のATMでは暗証番号の変更が可能です。
今後もお客さまに安心してお取引していただくため、第三者から推
測され易い暗証番号をご使用の場合は、暗証番号を変更してくださる
ようお願い致します。

偽造・盗難キャッシュカード被害に対する補償について
当行では、「偽造カード等及び盗難カード等を用いて行われる不正
な機械式預貯金払戻し等からの預貯金者の保護等に関する法律」の施
行に伴い、偽造・盗難キャッシュカード被害に対する補償を行ってお
ります。
・補償対象となるキャッシュカード 個人のお客さまのキャッシュカード

・補償の対象 偽造・変造、盗難キャッシュカードを使用した不正な引出し
◎詳しくは窓口へお問合せください。

お客さま満足度向上を目指して

当行では、第１０次長期経営計画で目指しております「お客さま満足

度の向上」のため、平成１９年２月に「第２回お客さま満足度アンケー

ト」を実施いたしました。

アンケート回答結果は下記のとおりです。

なお、「第２回お客さま満足度アンケート集計結果」の概要につい

ては、当行ホームページに掲載しております。

個人情報の保護について（個人情報保護宣言 要約）

富山第一銀行は、お客さまの個人情報ならびに業務上の取引に関連

して取得する個人情報について、下記の考え方・方針に基づき適正か

つ厳格に取扱うことを宣言いたします。

１．個人情報の取扱いに関し、「個人情報の保護に関する法律」および

全国銀行協会制定自主ルール等を遵守いたします。

２．個人情報の取得は適法かつ適正に行い、利用にあたってはその利用

目的を特定し、利用目的の達成に必要な範囲において取り扱います。

当行とご本人との間で契約を締結することに伴って、直接書面に記

載されたご本人の個人情報を取得する場合には、その利用目的をご

本人に明示いたします。

取得した個人データは、ご本人の同意を得ている場合、法令に基づ

く場合等を除き、第三者に提供することはいたしません。

３．取得した個人データを取扱う部店ごとに管理者を設置する等、組織

的・人的・技術的な安全管理措置を講じます。また、取得した個人

データを正確かつ最新の内容にするよう常に適切な措置を講じるよ

う努力いたします。

４．お客さまがご自身に関する個人データについて開示・訂正・利用停

止等をご請求される場合は、当行本支店の窓口にお申し出下さい。

５．当行の個人情報の取扱いおよび安全管理措置に関するご質問、苦情

については、お取引しておられる支店窓口のほか、下記の相談窓口

で受付いたします。

［個人情報の取扱いおよび安全管理措置に関する相談窓口］

〒９３０－８６３０ 富山県富山市総曲輪二丁目２番８号

株式会社富山第一銀行 営業企画部お客さま相談室

フリーダイヤル ０１２０－４６２５５０（受付時間：平日９時から１７時）

６．個人情報保護のための体制および取組みについては継続的に見直し

を行い、その改善に努めます。

詳しくは当行ホームページ http : //www.first－bank.co.jp/をご覧くだ

さい。

富山第一銀行ヘルプデスク
盗難・紛失等のトラブルはここにお電話を！

フリーダイヤル 0120－552495
TEL 076－433－7717

回答依頼件数 回答件数 回答率

個人のお客さま ２，０００ １，０８２ ５４．１％

法人のお客さま ４９６ ３１６ ６３．７％

お知らせ

２４時間
対応！
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科 目 金 額

資産の部
現金預け金 8,988
コールローン及び買入手形 22,000
買入金銭債権 148
商品有価証券 345
金銭の信託 1,500
有価証券 278,098
貸出金 674,211
外国為替 1,639
その他資産 7,264
有形固定資産 18,606
無形固定資産 615
支払承諾見返 6,548
貸倒引当金 △9,202
資産の部合計 1,010,765
負債の部
預金 890,020
譲渡性預金 6,840
コールマネー及び売渡手形 771
借用金 18,625
外国為替 0
その他負債 5,545
役員賞与引当金 12
退職給付引当金 3,384
役員退職慰労引当金 429
睡眠預金払戻損失引当金 131
繰延税金負債 2,450
再評価に係る繰延税金負債 1,592
支払承諾 6,548
負債の部合計 936,353
純資産の部
資本金 8,000
資本剰余金 5,433
利益剰余金 43,115
自己株式 △197
株主資本合計 56,351
その他有価証券評価差額金 11,657
繰延ヘッジ損益 0
土地再評価差額金 1,933
評価・換算差額等合計 13,590
少数株主持分 4,469
純資産の部合計 74,411
負債及び純資産の部合計 1,010,765

株 主 資 本

資本金 資本剰余金利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平 成 19 年 3 月 31 日 残 高 8,000 5,433 41,699 △ 181 54,950

中間 連結会計期間中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △ 227 △ 227

中 間 純 利 益 1,549 1,549

自 己 株 式 の 取 得 △ 20 △ 20

自 己 株 式 の 処 分 5 5

土 地 再 評 価 差 額 金 の 取 崩 93 93
株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
中間連結会計期間中の変動額（純額）

中間連結会計期間中の変動額合計 － － 1,416 △ 15 1,401

平 成 19 年 9 月 30 日 残 高 8,000 5,433 43,115 △ 197 56,351

評価・換算差額等
少数株主
持分

純資産
合計

その他有
価証券評
価差額金

繰延ヘッ
ジ 損 益

土地再評
価差額金

評価・換
算差額等
合 計

平 成 19 年 3 月 31 日 残 高 13,822 0 2,027 15,849 4,158 74,958

中間 連結会計期間中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △ 227

中 間 純 利 益 1,549

自 己 株 式 の 取 得 △ 20

自 己 株 式 の 処 分 5

土 地 再 評 価 差 額 金 の 取 崩 93
株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
中間連結会計期間中の変動額（純額） △2,165 0 △ 93 △2,258 310 △1,948

中間連結会計期間中の変動額合計 △2,165 0 △ 93 △2,258 310 △ 546

平 成 19 年 9 月 30 日 残 高 11,657 0 1,933 13,590 4,469 74,411

科 目 金 額
経常収益 14,675
資金運用収益 9,754
（うち貸出金利息） （6,299）
（うち有価証券利息配当金） （3,357）
役務取引等収益 1,159
その他業務収益 2,745
その他経常収益 1,016
経常費用 11,269
資金調達費用 1,704
（うち預金利息） （1,443）
役務取引等費用 542
その他業務費用 2,171
営業経費 5,821
その他経常費用 1,029
経常利益 3,406
特別利益 171
特別損失 297
税金等調整前中間純利益 3,280
法人税、住民税及び事業税 1,207
法人税等調整額 303
少数株主利益 218
中間純利益 1,549

中間連結貸借対照表
（平成１９年９月３０日現在） （単位：百万円）

中間連結損益計算書
（平成１９年４月１日から平成１９年９月３０日まで）（単位：百万円）

中間連結株主資本等変動計算書
（平成１９年４月１日から平成１９年９月３０日まで）（単位：百万円）

（注） 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

（注） 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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科 目 金 額

経常収益 12,036

資金運用収益 9,677

（うち貸出金利息） （6,349）

（うち有価証券利息配当金） （3,229）

役務取引等収益 1,154

その他業務収益 212

その他経常収益 992

経常費用 9,022

資金調達費用 1,674

（うち預金利息） （1,444）

役務取引等費用 552

その他業務費用 23

営業経費 5,748

その他経常費用 1,022

経常利益 3,014

特別利益 170

特別損失 297

税引前中間純利益 2,886

法人税、住民税及び事業税 1,129

法人税等調整額 226

中間純利益 1,530

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本
合 計

その他
有価証券
評価差額金

繰延
ヘッジ
損益

土地再評価
差額金

評価・
換算差額
等合計資 本

準備金
資本剰余金
合 計 利益準備金

その他利益剰余金 利益剰余金
合 計別途積立金 繰越利益剰余金

平 成 19 年 3 月 31 日 残 高 8,000 5,430 5,430 2,081 33,860 5,587 41,528 △ 181 54,777 13,772 0 2,027 15,799 70,576

中間会計期間中の変動額

利 益 準 備 金 の 積 立 45 △ 45 － － －

別 途 積 立 金 の 積 立 2,500 △ 2,500 － － －

剰 余 金 の 配 当 △ 227 △ 227 △ 227 △ 227

中 間 純 利 益 1,530 1,530 1,530 1,530

自 己 株 式 の 取 得 △ 20 △ 20 △ 20

自 己 株 式 の 処 分 5 5 5

土地再評価差額金の取崩 93 93 93 93
株主資本以外の項目の中間
会計期間中の変動額（純額） △ 2,170 0 △ 93 △ 2,264 △ 2,264

中間会計期間中の変動額合計 － － － 45 2,500 △ 1,147 1,397 △ 15 1,382 △ 2,170 0 △ 93 △ 2,264 △ 882

平 成 19 年 9 月 30 日 残 高 8,000 5,430 5,430 2,126 36,360 4,439 42,925 △ 197 56,159 11,601 0 1,933 13,534 69,693

科 目 金 額 科 目 金 額
資産の部 負債の部
現金預け金 8,935 預金 890,552
コールローン 22,000 譲渡性預金 6,840
買入金銭債権 148 コールマネー 771
商品有価証券 345 借用金 15,000
金銭の信託 1,500 外国為替 0
有価証券 268,989 その他負債 4,307
貸出金 686,958 役員賞与引当金 12
外国為替 1,639 退職給付引当金 3,371
その他資産 3,532 役員退職慰労引当金 429
有形固定資産 9,595 睡眠預金払戻損失引当金 131
無形固定資産 43 繰延税金負債 2,184
支払承諾見返 6,548 再評価に係る繰延税金負債 1,592
貸倒引当金 △8,802 支払承諾 6,548

負債の部合計 931,742
純資産の部
資本金 8,000
資本剰余金 5,430
資本準備金 5,430
利益剰余金 42,925
利益準備金 2,126
その他利益剰余金 40,799
別途積立金 36,360
繰越利益剰余金 4,439

自己株式 △197
株主資本合計 56,159
その他有価証券評価差額金 11,601
繰延ヘッジ損益 0
土地再評価差額金 1,933
評価・換算差額等合計 13,534
純資産の部合計 69,693

資産の部合計 1,001,436 負債及び純資産の部合計 1,001,436

第９７期 中間貸借対照表
（平成１９年９月３０日現在） （単位：百万円）

第９７期 中間損益計算書
（平成１９年４月１日から平成１９年９月３０日まで）（単位：百万円）

（注） 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 （注） 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

第９７期 中間株主資本等変動計算書
（平成１９年４月１日から平成１９年９月３０日まで） （単位：百万円）
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個人その他 
45.09％ 

国内法人 
27.78％ 

個人その他 
45.09％ 

外国法人 
0.08％ 

金融機関 
26.81％ 

証券会社 
0.24％ 

国内法人 
27.78％ 

福井県 
2.95％ 

石川県 
4.47％ 

東京都 
22.53％ 

新潟県 
1.67％ 

その他 
4.12％ 

富山県 
64.26％ 

 

１．株式の状況（平成１９年９月３０日現在）
１� 発行する株式の総数 １８０，０００，０００株
２� 発行済株式の 総 数 ６０，８０９，７００株
�３ 当期中の名義書換件数 ３０３件
�４ 当期中の名義書換株数 １，１１２，３０３株
�５ 株 主 数 ５，７３８名

２．決算日
毎年３月３１日

３．定時株主総会
毎年６月に開催いたします。

４．配当金受領株主確定日
�１ 利益配当金 毎年３月３１日
�２ 中間配当金 毎年９月３０日
なお、配当金のお受け取りには、お近くの当行本支店の預金口

座へ振込のご指定をいただきますと、お受け取りが早くてまちが
いもなくご便利です。

５．基準日
定時株主総会については３月３１日といたします。
その他必要があるときは、あらかじめ公告して定めます。

６．公告掲載新聞名
富山市において発行する北日本新聞

７．株式取扱手数料
１� 株式名義書換 …………………………………………………無料
２� 新券交付 …………………………………株券１枚につき２００円
�３ 株券喪失登録 ……………………………１件につき ３，０００円

株券１枚につき３６０円
８．株主名簿管理人・事務取扱場所・取次所
１� 株主名簿管理人

（〒１００－０００５）東京都千代田区丸の内一丁目４番５号
三 菱 U F J 信 託 銀 行 株 式 会 社

２� 同事務取扱場所
（〒１００－０００５）東京都千代田区丸の内一丁目４番５号

三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
�３ 同 連 絡 先（郵便物送付先及び電話照会先）

（〒１３７－８０８１）東京都江東区東砂七丁目１０番１１号
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
電話０１２０－２３２－７１１（フリーダイヤル）

�４ 同 取 次 所
三菱UFJ信託銀行株式会社 全国各支店

取 締 役

取締役頭取 金 岡 純 二
常務取締役 福 原 祥 二
常務取締役 武 隈 光 男
常務取締役 岡 本 諦 観
常務取締役 橋 本 一 次
取 締 役 稲 垣 義 雄
取 締 役 藤 岡 正 紀
取 締 役 南 茂 敬
取 締 役 本 多 正 文
取 締 役 浅 井 澄 夫
取 締 役 浅 野 博 文

監 査 役

常勤監査役 平 井 彦次郎
常勤監査役 澤 田 清 孝
監 査 役 中 尾 哲 雄
監 査 役 梅 沢 直 正

執 行 役 員

執 行 役 員 藤 澤 繁 幸

会社名／本店所在地 業務内容 資本金 設立年月日

富山ファースト・ビジネス（株）
富山市奥田本町６番３５号（富山ファイナンスビル内）

現金などの精査・整理
労働者派遣事業等

百万円
１０ 昭和６３年２月１３日

富山ファースト・リース（株）
富山市掛尾町６２６番地（ファーストバンク・グリーンビル５F）

リース業務等 ３０ 昭和５９年１２月１日

富山ファースト・ディーシー（株）
富山市掛尾町６２６番地（ファーストバンク・グリーンビル６F）

クレジットカード
信用保証業務等 ２０ 昭和６２年３月１８日

富山ファースト機販（株）
富山市掛尾町６２６番地（ファーストバンク・グリーンビル５F）

リース業務等 １０ 平成元年１１月２８日

（株）富山ファイナンス
富山市新桜町２番地２４

信用保証業務等 １０ 昭和２９年１０月５日

株式のご案内 役員（平成１９年９月３０日現在）

［所有者別株式数］ ［地域別株式数］

連結子会社の状況（平成１９年９月３０日現在）
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富山県内（５６カ店）
★本 店 営 業 部 富山市総曲輪二丁目２番８号 （０７６）４２４－１２１１

本店営業部総曲輪出張所 同 総曲輪一丁目７番１５号 （０７６）４４２－８０１２

★ニューセンター支店 同 牛 島 新 町 ５ 番 ５ 号 （０７６）４４４－８１１１

★富山南センター支店 同 掛尾町６２６番地ファーストバンクグリーンビル２F （０７６）４２４－１４７０

グリーンビル・
ローンセンター支店 同 掛尾町６２６番地ファーストバンクグリーンビル１F （０７６）４２２－６１００

●富山駅前支店 同 新富町一丁目４番７号 （０７６）４４１－４４６６

●堤 町 支 店 同 堤町通り二丁目２番１５号 （０７６）４２３－７６９１

●石 金 支 店 同 石 金 三 丁 目 １ 番 １ 号 （０７６）４２４－１７８６

●五 福 支 店 同 五福字才勝１９２２番地の８ （０７６）４３１－８０８６

●小 泉 支 店 同 西中野本町１２番１０号 （０７６）４２３－８３８１

●下 新 支 店 同 千 代 田 町 ９ 番 １４ 号 （０７６）４３２－３６５１

●東 町 支 店 同 東 町 一 丁 目 ５ 番 １ 号 （０７６）４２１－２３１１

岩 瀬 支 店 同 東 岩 瀬 町 ２９５ 番 地 （０７６）４３７－７１２４

水 橋 支 店 同 水 橋 町 ２５ 番 地 の ４ （０７６）４７８－２１４１

堀 支 店 同 下 堀 ５４ 番 地 （０７６）４２３－２２３０

問 屋 町 支 店 同 問屋町二丁目１１番３８号 （０７６）４５１－１１７７

荏 原 支 店 同 向 新 庄 ２００ 番 ２７ （０７６）４２３－８５４０

月 岡 支 店 同 開 発 ２０１ 番 地 （０７６）４２９－５５１１

根 塚 町 支 店 同 新根塚町一丁目５番２５号 （０７６）４９１－２２３３

針 原 支 店 同 金 泉 寺 ２４７ 番 地 （０７６）４５１－２１１１

呉 羽 支 店 同 呉羽町７１６２番地の５ （０７６）４３６－１１２２

●山 室 支 店 同 山 室 １８７ 番 地 の ９ （０７６）４９２－１７１０

北 の 森 支 店 同 森 三 丁 目 ２ 番 １１ 号 （０７６）４３７－５０００

鵜 坂 支 店 同 婦中町分田８８番地の４ （０７６）４２２－１１７０

●婦 中 支 店 同 婦中町 速 星 ８１８ 番 地 （０７６）４６６－２１２１

●八 尾 支 店 同 八尾町東町２２３１番地 （０７６）４５４－３１４１

大 沢 野 支 店 同 上 大 久 保 １８９９ 番 地 （０７６）４６７－２３３６

上 滝 支 店 同 上 滝 ２８８ 番 地 （０７６）４８３－１３１１

立 山 支 店 中新川郡立山町五百石１６番地の１ （０７６）４６３－１２３５

上 市 支 店 同 上市町三日市４７番地の１５ （０７６）４７３－１２３０

●滑 川 支 店 滑川市下小泉町７５番地の４ （０７６）４７５－３１０１

★魚 津 支 店 魚津市中央通り一丁目７番９号 （０７６５）２４－１２３４

魚津駅前支店 同 上村木一丁目１番２５号 （０７６５）２４－４４３３

●黒 部 支 店 黒 部 市 牧 野 ８３ 番 地 の １ （０７６５）５２－１２３０

●宇 奈 月 支 店 同 宇 奈 月 温 泉２４３番 地 （０７６５）６２－１０１９

入 善 支 店 下新川郡入善町入膳５４３０番地 （０７６５）７２－１１８８

泊 支 店 下新川郡朝日町平柳６８８番地 （０７６５）８２－１１５５

★高 岡 支 店 高 岡 市 丸 の 内 １ 番 １２ 号 （０７６６）２１－３１３０

★イオンFB支店 同 下 伏 間 江 ３８３ 番 地 （０７６６）２７－１２３１

●高岡中央支店 同 木 舟 町 ８０ 番 地 １ （０７６６）２２－５６７８

●昭 和 町 支 店 同 昭和町三丁目３番２０号 （０７６６）２３－７３３７

清 水 支 店 同 清水町二丁目３番２４号 （０７６６）２４－２５２６

中 川 支 店 同 東 中 川 町 １ 番 ３４ 号 （０７６６）２４－６３６３

大 野 支 店 同 大 野 １５８ 番 地 の １ （０７６６）２３－２３５３

福 岡 支 店 同 福岡町下蓑３８５番地 （０７６６）６４－５８００

太 閤 山 支 店 射水市中太閤山一丁目１番地６ （０７６６）５６－３６８８

大 門 支 店 同 大 門 １０４ 番 地 の ３ （０７６６）５２－５５０７

●新 湊 支 店 同 中 新 湊 １３ 番 ５ 号 （０７６６）８４－４１２４

氷 見 支 店 氷 見 市 丸 の 内 １０ 番 ２４ 号 （０７６６）７４－１６００

氷 見 南 支 店 同 柳 田 ２０８１ 番 地 の ４ （０７６６）９１－１２００

●砺 波 支 店 砺 波 市 本 町 ２ 番 ２７ 号 （０７６３）３２－３３６３

●福 野 支 店 南 砺 市 福 野 １３２０ 番 地 １ （０７６３）２２－２１５１

城 端 支 店 同 城 端 １５８ 番 地 １ （０７６３）６２－１２０４

井 波 支 店 同 山 見 １７３９ 番 地 １７ （０７６３）８２－１５２５

福 光 支 店 同 福 光 ７３６７ 番 地 （０７６３）５２－１２１１

●石 動 支 店 小 矢 部 市 本 町 ２ 番 ４ 号 （０７６６）６７－０５８１

富山県外（１１カ店）
★金 沢 支 店 金 沢 市 尾 山 町 １ 番 ８ 号 （０７６）２２１－６１３１

泉 支 店 同 泉 二 丁 目 ６ 番 ７ 号 （０７６）２４２－１８８１

東 大 通 支 店 同 元町二丁目１５番１５号 （０７６）２５１－５９１１

糸 魚 川 支 店 糸 魚 川 市 本 町 ９ 番 ９ 号 （０２５）５５２－１７１１

●直 江 津 支 店 上 越 市 五 智 一 丁 目 １ 番２７号 （０２５）５４３－３７７１

●長 岡 支 店 長岡市城内町二丁目２番地１ （０２５８）３３－４８１０

●神 岡 支 店 飛�市神岡町船津１２０１番地の３ （０５７８）８２－１０３１

●高 山 支 店 高 山 市 本 町 三 丁 目 ５８ 番 地 （０５７７）３２－２８２０

★東 京 支 店 東京都千代田区神田岩本町２番地 （０３）３２５６－６３１１

名 古 屋 支 店 名古屋市中区大須三丁目１４番６２号 （０５２）２６１－５８７１

★大 阪 支 店 大阪市西区靱本町一丁目９番１５号 （０６）６４４３－４６５１

★印…外国為替取扱店

●印…外貨両替取扱店

ファースト・バンク店舗のご案内（平成１９年１０月３１日現在）
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グリーンビル・ 
ローンセンター支店 

掛尾町 

●富山市民病院 

●富山消防署 

●富山中央 
　卸売市場 

↓至 大沢野 

→ 
至 山室 

41

● 
サンプラザ 
魚津 

スカイホテル 
● 

ホテルサンルート 
● 

魚津駅前支店 

→
 

至 JR魚津駅 

→
 

至 電鉄魚津駅 

●済生会高岡病院 

● 
テクノドーム 

イオン高岡SC

イオンFB支店 

富山市
富山第一銀行総合事務センター

〇 アーバンプレイス

〇 富山赤十字病院

◎★ ＪＲ富山駅

◎★ マリエとやま

◎★ 高志会館

富山県庁

富山市役所

◎★ ショッピングシティアピア

北日本スクエア

富山市民病院

◎★ 越州村

◎★ アピタ富山店

◎★ 本郷町

◎★ グリーンモール山室

◎★ 大阪屋北新町店

〇 富山県立中央病院

◎★ マックスバリュー上飯野店

◎★ アピタ富山東店

富山機械工業センター

富山県高志リハビリテーション病院

済生会富山病院

◎★ 北の森ショッピングタウン

◎★ 水橋ミューズ

◎★ サンショウ石坂店

〇 富山企業団地

富山大学（学生会館内）

〇 富山大学附属病院

ポートラムスクエア

◎★ ファボーレ

婦中鉄工業団地

◎★ 笹倉

◎★ ＪＲ八尾駅前

富山市大沢野総合行政センター前

◎★ グリーンバレー大沢野

富山国際大学

立山町
立山町役場前

◎★ 立山ナビオ前

上市町
◎★ マックスバリュー上市店

滑川市
滑川市役所前

◎★ エール滑川

◎★ パスタ前

◎★ プラント３滑川店

魚津市
魚津市役所前

◎★ アップルヒル

◎★ アピタ魚津店

黒部市
黒部市役所

◎★ パルフェ黒部店前

◎★ チューリップ黒部店前

◎★ メルシー黒部

◎★ アピタ黒部店

〇 黒部市役所宇奈月庁舎前

朝日町
◎★ 荒川

入善町
〇 入善町役場前

◎★ 入善コスモ２１

高岡市
◎★ ＪＲ高岡駅

◎★ 高岡サティ

◎★ スパーヒラキストア大坪店前

高岡市民病院

◎★ ジャスコ高岡店

◎★ イオン高岡

射水市
〇★ アイシン軽金属

射水市役所小杉庁舎前

◎★ 太閤山パスコ

◎★ アル・プラザ小杉

◎★ いみずのショッピングタウン

◎★ イータウン

〇 射水市役所大門庁舎前

三精工業前

◎★ 西新湊

氷見市
◎ ハッピータウン氷見

◎★ 氷見プラファ

砺波市
◎★ アピタ砺波店

◎★ ジャスコ砺波店

◎★ サンコー砺波中央店

南砺市
◎★ 福野ア・ミュー

〇 南砺中央病院

小矢部市
◎★ ユニー小矢部店

飛�市
◎★ バロー神岡店

〇…土曜日稼働店

◎…土曜日・日曜日稼働店

★…祝日稼働店

その他、北國銀行、福井銀行のFITネット
ATMでの入出金が無料で利用できます。
（１１頁のお知らせを参照下さい）

住宅ローン相談所のご案内

■グリーンビル・ローンセンター支店
TEL（０７６）４２２－６１００

■イオンFB支店
TEL（０７６６）２７－１２３１

■魚津駅前支店
TEL（０７６５）２４－４４３３

店舗外キャッシュサービスコーナーのご案内（７９カ所）（平成１９年１０月３１日現在）

ローン専用フリーダイヤル ０１２０－１６１６６５

平日 ９時～１９時
土・日・祝日 １０時～１７時

平日 ９時～２０時
土・日・祝日 １０時～１７時

平日 ９時～１７時
土・日・祝日 １０時～１６時
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